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学校・家庭・地域の役割

子どもは

家庭で育て家庭で育て 学校で鍛え学校で鍛え

地域で磨く地域で磨く
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・学校で学んだことが，子供たちの「生きる力」となっ
て，明日に，そしてその先の人生につながってほしい。

・これからの社会が，どんなに変化して予測困難な
時代になっても，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら
考え，判断して行動し，それぞれに思い描く幸せを実
現してほしい。

・そして，明るい未来を，共に創っていきたい。

改訂に込められた思い（文部科学省）

「学習指導要領」には，そうした願いが込められています。



日本の人口推移



令和の日本型学校教育を目指して（令和3年1月：中教審答申）



令和の日本型学校教育

個別最適な学び
協働的な学び



・「探究」の授業は、課題を解決する力を付ける

トレーニング

これから大切にしたいこと

・社会に出ると「絶対的な１つの答え」なんてほ

とんど存在しない

・「答え」がない中で、自分の頭で考えて、行動

する人が人生を楽しくできる



〇児童生徒の情報活用能力の向上

〇教師のICT活用指導力の改善

〇児童生徒一人一人の特性や理解度・進度に合わせて

課題に取り組む場面でのICT 機器の活用頻度の増加

〇児童生徒同士がやりとりする場面でのICT 機器の活用

頻度の増加

〇ICT 機器を活用した授業頻度の増加

教育振興基本計画（令和5年6月閣議決定）

教育DXの推進・デジタル人材の育成【指標（一部抜粋）】





地域・家庭と学校は

子どもを支える両輪



家庭・地域の方へ

○ 大人の意識改革

○ ICTの活用は学びを深めるため
→ 自分で考え、問題を解決する力を育むツール
→ 新しい文房具の一つ
→ 使用時間や使用環境など、ルールを決める

○ 学校での学びが大きく変わろうとしている
→ 「先生が教える」から「子供が学ぶ」へ
→ それに伴い、家庭での学習スタイルも変化
→ 授業のことなど子どもと話す時間を！



「幸せな子」を育てるのではなく、

どんな境遇に置かれても

「幸せになれる子」を育てたい
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